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老健施設のBCPを考える
東日本大震災から10年

次回 老健９月号 予告

特集

　いまもって 猖
しょう

獗
けつ

を極める新型コロナウイル
ス。全世界が同時に災禍に見舞われるのは人
類史上初めてとも言われる。
　自然災害ならば、災害に見舞われたと感じ
つつも涙を拭って復旧に立ち向かうことができ
るが、コロナ禍はそうはいかない。一度感染し
てしまうと深い自責の念に駆られ、これを引き
ずったまま介護の仕事を続けなければならな
い。感染しないまでも、緊張と自粛の１年半が
続いている。
　このような惨禍のなかで、新たな社会ニーズ
が顕在化するとともに、貴重な知見が集積さ
れてきていることも事実だ。
　また、大言との揶揄を覚悟で言えば、この
度の新型コロナ禍が決して一過性のものではな

く、人類が地球に対して圧倒的な影響力をも
つ地質時代「人新世」にすでに入った帰結と
しての状況である、という識者の指摘も深く理
解する必要があるだろう。人獣共通感染症の
頻発は人新世時代の象徴の１つに過ぎない。
　ピンチはチャンスなる格言は英語圏のものか
と思っていたが、日本の陸軍軍人の経歴をも
つ実業家、大橋武夫の著書『ピンチはチャンス
～見直せ、手を打て』に由来するという。孫子
の兵法の研究家であったそうだ。
　ピンチはいつでも起こりうるが、叡智を振り
絞って対処していかなければならない状況がし
ばらく続く。
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